
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「賃金不払残業」「長時間労働」に関する相談内容 

◆各都道府県労働局で一斉に実施 

厚生労働省は毎年 11 月に「労働時間適正化キャンペー

ン」を実施し、長時間労働やサービス残業の解消を促す取

組みを行っていますが、その一環として今年 11 月 6 日に

各都道府県労働局で一斉に行った「労働時間相談ダイヤ 

ル」の相談結果を発表しました。 

相談件数は 787 件（昨年度比 114 件減少）で、労働

者本人からの相談が 495 件（62.9％）、労働者の家族か

らの相談が 235 件（29.9％）で、相談内容は、「賃金不

払残業」に関するものが 438 件（55.7％）、「長時間労働」

に関するものが 247 件（31.4％）を占めています。 

以下に、この「労働時間相談ダイヤル」における相談内

容の事例を紹介します。 

◆「賃金不払残業」に関する相談内容例 

（１）卸・小売業で働いている労働者からの相談 

スーパーで勤務しています。労働時間は自己申告で管理

しており、１カ月 100 時間を超える残業をしていますが、

正しく申告できない状況にあるため、残業手当が一部しか

支払われていません。 

（２）製造業で働いている労働者からの相談 

工場で働いています。交替制勤務ですが、１日４～５時

間の残業が慢性化しています。タイムカードは終業時間で

打刻させられるので、その分の残業手当が全然支払われま

せん。 

◆「長時間労働」に関する相談内容例 

（１）卸・小売業で働いている労働者からの相談 

清涼飲料水の自動販売機への商品の補充作業をしてい

ます。ほとんど毎日のように１日 13 時間に及ぶ勤務です

ので、１カ月にすると 120 時間以上の残業をしており、

家族団らんの時間が作れません。 

（２）警備業で働いている労働者の家族からの相談 

夫がシステム関連の仕事をしています。残業や休

日

る労使トラブルは

労働が多く、長い月で１カ月 150 時間を超える

残業や休日労働をしています。労働時間を自己申告

していますが、実際の時間を申告するのは困難なた

め、会社は労働者の労働時間について適正に把握し

ていません。夫の健康状態が心配です。 

◆労使トラブルは近年増加傾向 

近年、労働時間や割増賃金に関す

増加傾向にあります。法律を遵守するのはもちろ

んのことですが、トラブルを発生させないよう、

日頃から労使間で十分なコミュニケーションを

図りつつ、社員の「ワーク・ライフ・バランス」

にも気を配らせる取組みが必要です。 

社員は「働きがい」を感じているか？ 

◆「働きがいに関する意識調査」の結果 

株式会社 NTT データ経営研究所では、今年９

月に「働きがいに関する意識調査」を行い、先日

その結果が発表されました。 

この調査では、「働きがい」、「働きがいを高め

る要因／阻害する要因」、「心の疲弊感」などに関

する質問を行っており、昨今の厳しい経営環境過

で社員がどのようなことを考えて働いているの

かがわかり、大変参考になると思います。 
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有無については、社

まず、「現在、働きがいを感じ

、「感じている」（13.0％）との回答と「やや感じてい

る」（39.4％）との回答を合わせると、52.4%の人が働

きがいを感じていることがわかりました。 

しかし、３年前と比べて「働きがいが低くな

じている人（44.8％）は、「働きがいが高まった」と

感じている人（22.5％）を大きく上回っています。 

◆何が働きがいを高め、阻害しているか 

働きがいを感じているグループにおいて

に高める要因」について、「仕事の価値の実感」

（91.7％）、「仕事を通じての成長実感」（87.9％）、「仕

事を通じての力の発揮」（86.3％)、「仕事が適性に合って

いる実感」（85.5％）、「仕事を通じた達成感」（78.2％）

が上位を占めました。 

逆に、働きがいを感じ

がいを特に阻害する要因」について、「会社での将来の

キャリアイメージが描けない」（91.7％）、「会社では創

造的な仕事を促す環境作りがない」（86.1％）、「会社の

仕組み・制度・組織が整備されていない」（79.9％）、「会

社の経営陣による折に触れたビジョンの発信がない」

（78.6％）、「会社の将来性がない」（78.4％）が上位を

占めました。 

◆社員の「モチ

また、「今の仕事をする中で、心の疲

か」との質問に対しては、「感じている」と答えた人が

26.6％、「やや感じている」と答えた人が 43.1％で、合

わせて約７割（69.7％）の人が「心の疲弊感を感じてい

る」ことが明らかになりました。 

これら「働きがい」や「疲弊感」の

行い、その結果を発表しました。 

 この調査は、東京、ニューヨーク（アメリカ）、パ

リ（フランス）、ストックホルム（スウェーデン）、

上海（中国）の 30 代から 50 代までのビジネスパ

ーソン（男女計 891 人）を対象に実施されたもの

です。この結果を見ていきましょう。 

 
 
 
 
 ◆睡眠時間の長さは東京が最下位 

睡眠時間の長さについては、東京がダントツで最

下位となりました。 

（１）上海……7 時間 28 分 

（２）ストックホルム……7 時間 8 分 

 
 
 
 
 （３）パリ……6 時間 55 分 

 （４）ニューヨーク……6 時間 35 分 

 （５）東京……5 時間 59 分 

東京のビジネスパーソンの睡眠時間の短さの原因

は、「就寝時間の遅さ」（５都市で唯一の午前０時台）

でした。 

◆睡眠の満足度は？ 

また、睡眠の満足度について「満足」と回答した

人は、東京では 30％以下であったのに対し、他の

４都市では 50％以上が「満足」と回答していまし

た。一方、「不満」と回答した人は、東京は約 49％

で５都市のうち最も高く、ワースト２のパリ（約

38％）よりも 10 ポイント以上も高くなっていま

す。 

◆睡眠時間６時間未満では「早死」のリスク 

なお、ウォリック大学（イギリス）とフェデリコ

２世大学（イタリア）が今年５月に発表した共同研

究結果によれば、１日の睡眠時間が６時間未満の人

は「早死するリスク」が高くなるとされています。

この共同研究は、10 年間にわたり世界各国の

130 万人以上を対象に調査したものであり、睡眠時

間が１日６時間に満たない人が早死にする確率は、

６～８時間の睡眠をとる人に比べて 12％も高くな

るとのことです。 

この研究チームを率いた教授は、「睡眠時間が短い

と糖尿病や肥満、高血圧や高コレステロールを引き

起こしやすい」と指摘しているそうです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 員の個人的要因に基づく場合も多いとは思います。しか

し、会社として社員一人ひとりの「モチベーションアッ

プ」に貢献できることはないかを考えてみることも大事

ではないでしょうか。 

 
 
 
 
 
働く人の睡眠時間はどのぐらい？ 

◆５都市でインターネット調査  
味の素株式会社では、世界のビジネスパーソンの「睡眠

時間」や「睡眠の満足度」に関するインターネット調査を
 
 
 
 


